
支
援
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
平
成
七
年
六
月
に
復
興
基
金
を
用
い
て
被
災
者
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
も
含
め
て
対
応
す
る
「
こ
こ
ろ

の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
た
。

第
三
節
　
復
旧
期
（
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
九
月
～
平
成
十
年
三
月
）

　
こ
の
時
期
に
は
、
復
興
を
確
実
に
進
め
る
た
め
、
復
興
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
た
め
の
仕
組
み
が
構
築
さ
れ
た
。
イ
ン
フ
ラ

の
復
興
が
進
む
中
で
被
災
者
の
生
活
再
建
が
大
き
な
課
題
と
な
り
、
被
災
者
復
興
支
援
会
議
に
お
い
て
、
被
災
者
の
生
活
支
援

策
が
多
様
な
主
体
に
よ
り
検
討
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
新
た
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
復
興
基
金
等
を

利
用
し
た
き
め
細
か
な
支
援
策
が
設
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
県
外
被
災
者
へ
の
対
応
が
行
わ
れ
た
。
恒
久
住
宅
へ
の
早
期
移
行
に

向
け
た
対
応
が
課
題
に
な
る
と
と
も
に
、
避
難
所
か
ら
応
急
仮
設
住
宅
、
さ
ら
に
は
復
興
公
営
住
宅
へ
と
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
の

中
で
損
な
わ
れ
た
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
、
構
築
に
向
け
た
取
組
も
求
め
ら
れ
た
。

一
　
復
興
の
推
進
体
制
と
戦
略
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
復
興
計
画
に
基
づ
き
様
々
な
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
く
中
、
県
は
、
復
興
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
組
織
と
し
て
有
識
者
・
各

種
団
体
等
の
代
表
者
で
構
成
さ
れ
る
阪
神
・
淡
路
震
災
復
興
計
画
推
進
委
員
会
（
委
員
長
：
三
木
信
一
神
戸
商
科
大
学
学
長
）
を

平
成
七
年
十
一
月
に
設
置
し
た
。
委
員
会
で
は
復
興
計
画
の
総
合
的
な
進
行
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
推
進
方
策
や
推
進
上
の
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課
題
等
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
い
、
平
成
九
年
三
月
に
中
間
報
告
「『
創
造
的
復
興
へ
の
戦
略
』
に
向
け
て
」
が
取
り
ま
と
め

ら
れ
た
。

　
政
府
の
阪
神
・
淡
路
復
興
委
員
会
は
、
平
成
七
年
十
月
に
最
終
提
言
を
出
す
と
と
も
に
、
総
括
報
告
を
行
っ
た
。
最
終
提
言

で
は
戦
略
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、復
興
の
シ
ン
ボ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
の
復
興
特
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
提
示
さ
れ
、阪
神・

淡
路
大
震
災
の
教
訓
の
研
究
発
信
を
行
う
「
阪
神・淡
路
大
震
災
記
念
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
、「
上
海
長
江
交
易
促
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」、
震
災
の
経
験
を
生
か
し
「
生
命
の
尊
さ
」
を
実
感
で
き
る
施
設
整
備
を
行
う
「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
パ
ー
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

及
び
「
新
産
業
構
造
形
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
選
定
さ
れ
た
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
ヘ
ル
ス
ケ
ア
パ
ー

ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
「
防
災
未
来
館
」「
ひ
と
未
来
館
」
へ
と
つ
な
が
っ
た
。
新
産
業
構
造
形
成

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
現
在
ま
で
続
く
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
の
「
神
戸
ル
ミ
ナ
リ
エ
」
や
、
神
戸
市
の
医
療
産
業
都
市
構
想
に
関

連
す
る
施
設
整
備
が
行
わ
れ
た
。
最
終
提
言
を
ま
と
め
た
後
、
阪
神
・
淡
路
復
興
委
員
会
は
設
置
か
ら
一
年
後
の
平
成
八
年
二

月
十
四
日
に
活
動
を
終
了
し
た
。
し
か
し
、
委
員
会
の
活
動
終
了
後
も
、
政
府
幹
部
と
兵
庫
県
知
事
及
び
神
戸
市
長
が
意
見
交

換
を
行
う
場
は
必
要
で
あ
り
、
平
成
八
年
二
月
十
三
日
に
国
と
県
及
び
神
戸
市
と
の
協
議
会
（「
地
元
と
の
協
議
会
」）
が
設
け
ら

れ
、
改
め
て
、
継
続
的
に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
神
戸
市
は
平
成
八
年
八
月
に
復
興
計
画
の
推
進
を

行
う
組
織
と
し
て
「
神
戸
市
復
興
推
進
懇
話
会
」
を
設
置
し
た
。

　
産
業
復
興
に
つ
い
て
は
、
震
災
か
ら
一
年
で
仮
復
旧
は
成
し
遂
げ
た
が
、
本
格
的
な
復
興
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
官
民

一
体
で
継
続
的
な
取
組
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
国
、
県
、
神
戸
市
な
ど
被
災
一
〇
市
一
〇
町
、
経
済
団
体
、
地
元
企
業
が

協
力
し
て
産
業
復
興
事
業
に
持
続
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
と
し
て
、
平
成
七
年
十
二
月
に
「
阪
神
・
淡
路
産
業
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復
興
推
進
機
構
」（
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
）
が
設
置
さ
れ
た
。

震
災
の
教
訓
の
調
査
研
究
に
つ
い
て
は
、
阪
神
・

淡
路
復
興
委
員
会
が
最
終
提
言
に
お
い
て「
阪
神・

淡
路
大
震
災
記
念
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
復
興
特
定

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位
置
づ
け
た
こ
と
か
ら
、

平
成
八
年
四
月
二
十
六
日
に
国
・
県
・
神
戸
市
・

民
間
団
体
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
阪
神
・
淡
路
大
震

災
記
念
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
検
討
委
員
会
」
が
設
置
さ

れ
た
。
委
員
会
で
の
検
討
と
阪
神
・
淡
路
大
震
災

の
教
訓
を
踏
ま
え
、
総
合
的
な
調
査
研
究
や
そ
の
成
果
の
発
信
を
行
う
こ
と
に
よ
り
二
一
世
紀
文
明
の
創
造
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念
協
会
」
が
平
成
九
年
十
二
月
に
発
足
し
た
。

二
　
被
災
者
の
生
活
再
建
支
援

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

プ
ラ
ザ
の
設
置

生
活
再
建
に
関
わ
る
課
題
は
、
時
間
と
と
も
に
変
化
し
て
い
く
こ
と
か
ら
、
被
災
者
復
興
支
援
会
議
の
提
言

等
も
踏
ま
え
、
課
題
に
対
応
し
て
迅
速
に
施
策
化
を
図
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　
生
活
再
建
に
関
わ
る
相
談
は
多
岐
に
わ
た
り
課
題
ご
と
に
相
談
窓
口
が
設
置
さ
れ
た
が
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
相
談
に
一
元
的

に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
復
興
本
部
発
足
の
際
に
、
県
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
改
組
し
て

写真 46　�阪神・淡路産業復興推進機構設立記
念講演

写真 47　阪神・淡路大震災記念協会設立
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「
震
災
復
興
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
た
。
ま
た
、
復
興
状
況
・
生
活
再
建
支
援

に
関
す
る
情
報
発
信
・
共
有
、
被
災
者
・
支
援
者
の
交
流
の
た
め
の
拠
点
と
し
て
三
宮
駅
の

近
く
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
復
興
支
援
館
（
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ザ
）
が
平
成
八
年
七
月
に
設

置
さ
れ
た
。
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ザ
で
は
、
被
災
地
外
か
ら
の
来
訪
者
に
対
し
て
復
旧
・
復

興
に
関
す
る
情
報
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
生
活
再
建
支
援
に
関
す
る
相
談
窓
口
、
被
災
者

復
興
支
援
会
議
や
後
述
の
生
活
復
興
県
民
ネ
ッ
ト
の
事
務
局
が
置
か
れ
、
復
興
に
関
わ
る
多

く
の
人
が
集
い
、
情
報
交
換
を
行
う
拠
点
と
し
て
機
能
し
た
。
平
成
十
四
年
三
月
末
の
閉
館

ま
で
に
約
二
九
二
万
人
が
訪
れ
た
。

生
活
復
興
県
民

ネ
ッ
ト
の
設
立

生
活
再
建
支
援
を
行
う
上
で
支
援
者
間
で
の
情
報
交
換
は
不
可
欠
で
あ

り
、
平
成
八
年
十
月
に
被
災
者
の
支
援
活
動
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
、
地
域
の
自
治
会
、
企
業
等
の
情
報
交
換
、
連
携
を
行
う
仕
組
み
と
し
て
「
生

活
復
興
県
民
ネ
ッ
ト
」（
代
表
：
新
野
幸
次
郞
神
戸
大
学
名
誉
教
授
）
が
設
立
さ
れ
た
。
生
活
復

興
県
民
ネ
ッ
ト
は
、
仮
設
住
宅
で
の
生
活
、
仮
設
住
宅
か
ら
復
興
住
宅
へ
の
移
行
期
に
は
被

災
者
の
仲
間
づ
く
り
や
引
越
支
援
の
活
動
、ま
た
恒
久
住
宅
移
行
後
は
、恒
久
住
宅
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
性
化
、
地
域
活
動
の
担
い
手
づ
く
り
と
い
っ
た
活
動
を
行
っ
た
。

県
・
市
町
生
活
支

援
委
員
会
の
設
置

平
成
九
年
七
月
に
は
生
活
再
建
に
関
わ
る
個
別
課
題
の
解
決
方
策
を
探

る
第
三
者
機
関
と
し
て
、
県
・
市
町
生
活
支
援
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。

写真 48　�阪神・淡路大震災復興支援館�
（フェニックスプラザ）

写真 49　�引っ越しボランティア�
支援事業
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副
知
事
を
ト
ッ
プ
と
し
、
学
識
経
験
者
、
団
体
代
表
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
県
市
職
員
が
参
加
し
て
、
原
則
月
一
回
の
ペ
ー
ス
で
、

各
種
支
援
制
度
の
弾
力
的
な
運
用
な
ど
に
よ
る
問
題
解
決
策
の
検
討
が
行
わ
れ
た
。
各
地
域
で
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
者
に

向
け
て
支
援
施
策
を
ま
と
め
た
「
市
町
別
支
援
者
ノ
ー
ト
」
の
発
行
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
行
政
の
支
援
の
あ
り
方
に
つ

い
て
の
意
見
交
換
の
場
と
し
て
「
生
活
復
興
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
」
等
の
活
動
も
行
わ
れ
た
。

被
災
者
の
生
き

が
い
づ
く
り

被
災
か
ら
立
ち
直
る
た
め
に
は
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
重
要
で
あ
り
、
ま
た
支
援
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、

自
ら
が
主
体
的
に
活
動
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
身
近
な
生
活
圏
単
位
で
人
的
つ
な
が
り
を
広

げ
る
「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
推
進
員
」
を
中
心
に
、
地
域
住
民
や
団
体
に
よ
る
自
主
的
な
地
域
活
動
を
通
し
て
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
輪
を
広
げ
復
興
へ
と
つ
な
げ
る
「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
活
動
」
が
展
開
さ
れ
た
。
被
災
者
の
中
に
は
、
様
々
な

つ
な
が
り
を
失
い
閉
じ
こ
も
り
や
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
に
陥
る
者
も
い
た
。
被
災
高
齢
者
が
支
援
物
資
の
タ
オ
ル
で
作
っ
た
「
ま

け
な
い
ぞ
う
（
象
）」
の
販
売
に
よ
る
支
援
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
も
あ
っ
た
。
県
で
は
、
高
齢
者
を
中
心
と
し
た
被
災
者

の
生
き
が
い
づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
、
復
興
基
金
を
活
用
し
て
も
の
づ
く
り
や
展
示
販
売
を
通
じ
て
仲
間
づ
く
り
に
つ
な
げ

る
「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
リ
レ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
事
業
」
や
高
齢
者
向
け
の
講
座
を

開
設
す
る
「
い
き
い
き
仕
事
塾
」
な
ど
を
実
施
し
た
。

被
災
者
自
立
支

援
金
の
創
設

阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
に
は
、
政
府
の
「
た
と
え
被
災
者

に
対
す
る
救
助
で
あ
っ
て
も
税
金
に
よ
る
「
個
人
補
償
」

は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
い
う
考
え
方
に
よ
り
、
被
災
者
の
生
活
再
建
に
対
す

る
給
付
制
度
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
高
齢
化
が
進
む
中
で
生
活
再
建
の
た
め

写真 50　�まけないぞう（被災
地 NGO 協 働 セ ン
ター提供）

第三章　創造的復興への軌跡

163



の
個
々
人
の
資
金
確
保
が
大
き
な
課
題
で
あ
っ

た
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
他
災
害
と
は
桁

違
い
の
多
額
の
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
た
も
の
の
、

被
災
者
が
余
り
に
も
多
か
っ
た
た
め
配
分
額
は

少
な
く
、
既
存
の
災
害
援
護
資
金
（
災
害
時
の

融
資
制
度
、
最
大
三
五
〇
万
円
）
な
ど
を
活
用
せ

ざ
る
を
得
な
い
被
災
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

特
に
中
間
所
得
者
を
対
象
と
す
る
貸
付
制
度
が

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、県
は
、平
成
八
年
に
「
生

活
復
興
資
金
貸
付
制
度
」
を
創
設
し
た
。
民
間

金
融
機
関
と
連
携
し
た
協
調
融
資
制
度
で
、
復

興
基
金
か
ら
の
利
子
補
給
に
よ
り
実
質
無
利
子

と
し
た
。
当
初
一
〇
〇
万
円
が
限
度
で
あ
っ
た

が
、
平
成
九
年
四
月
に
は
三
〇
〇
万
円
に
増
額

さ
れ
た
。
貸
付
で
は
な
く
給
付
が
必
要
な
世
帯

も
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
平
成
九
年
四
月
に
は
、

仮
設
住
宅
か
ら
恒
久
住
宅
へ
の
円
滑
な
移
行
と

表 29　被災者生活再建支援金（法）と被災者自立支援金（復興基金）

区分 被災者生活再建支援法の支援金 被災者自立支援金
支給対象 災害救助法施行令第1条第1号または2号

に該当する被害が発生した自然災害等
阪神・淡路大震災

基準日 災害の発生した日 H10.7.1
（但し、世帯主が被災していること）

支給額 〈収入合計〉 〈年齢要件等〉〈支給額〉
〜500万円以下 年齢問わない 100万円
500〜700万円 45〜60歳 50万円
700〜800万円 60歳以上 50万円

要援護世帯 50万円

〈総所得金額等〉〈年齢要件等〉〈複数世帯〉〈単身世帯〉
〜346万円 年齢問わない 100万円 75万円

346〜510万円 45〜60歳 50万円 37万5千円
510〜600万円 60歳以上 50万円 37万5千円
非課税 62〜64歳 100万円 75万円
〃 65歳以上 120万円 90万円

※�震災時の市町から他の市町に移転した世帯に
は月額5000円を加算

使途 被災により失った家財道具等
（領収書等で実績報告必要）

生活再建に要する経費
（実績報告不要）

支給方法 申請に基づき支給（一括支給） 分割又は一括支給
その他 ・�阪神・淡路大震災には遡及適用しな

い
・�既存制度を統合・整理して制度化
・�県外移住被災者等のために申請期限を延長（平
成12年4月）
・�大阪高裁判決を受けて特例制度実施（平成14
年10月）

その後の
対応

平成16年度、19年度の2度の改正を経て、
被害の程度および住宅再建の態様に応
じた渡し切りの支援金となっている。

阪神・淡路大震災のみで適用

※被災者生活再建支援法の支援金は、平成10年の法制定当時の内容
� （『伝える改訂版』を参照して作成）
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移
行
後
の
生
活
再
建
を
支
援
す
る
た
め
、
高
齢
世
帯
や
要
援
護
世
帯
に
月
二
万
円
（
複
数
世
帯
の
場
合
）
を
給
付
す
る
「
生
活
再

建
支
援
金
制
度
」
が
復
興
基
金
に
よ
り
新
た
に
設
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
平
成
九
年
五
月
に
は
子
供
の
教
育
費
や
親
の
支
援
等
で

経
済
的
負
担
が
大
き
い
中
高
年
世
帯
に
対
象
を
拡
大
し
、「
中
高
年
恒
久
住
宅
自
立
支
援
金
」
制
度
が
創
設
さ
れ
た
。
平
成
十

年
五
月
に
は
被
災
し
た
人
の
生
活
再
建
を
公
費
（
当
初
は
最
大
一
〇
〇
万
円
、
現
在
は
三
〇
〇
万
円
に
増
額
）
で
支
援
す
る
被
災
者

生
活
再
建
支
援
法
が
議
員
立
法
で
成
立
す
る
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被
災
者
に
遡
及
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
同

様
の
支
援
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
求
め
る
附
帯
決
議
を
踏
ま
え
、
平
成
十
年
七
月
に
は
前
記
二
つ
の
制
度
を
統
合
し
、
所
得
と
年

齢
要
件
に
応
じ
て
三
七
・
五
万
円
〜
一
五
〇
万
円
の
支
給
を
行
う
「
被
災
者
自
立
支
援
金
」
制
度
が
設
け
ら
れ
た
。

ま
ち
づ
く
り
活

動
へ
の
支
援

ま
ち
づ
く
り
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
復
興
事
業
が
行
わ
れ
る
重
点
復
興
地
域
で
は
行
政
に
よ
る
様
々
な

支
援
が
行
わ
れ
た
が
、そ
の
他
の
地
域（
い
わ
ゆ
る
白
地
区
域
）で
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
支
援
は
少
な
か
っ

た
。
こ
の
た
め
、
平
成
七
年
九
月
に
民
間
主
導
で
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る
仕
組
み
と
し
て
「
阪
神
・
淡
路
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
フ
ァ
ン
ド
（
Ｈ
Ａ
Ｒ
基
金
）」
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、地
域
の
実
態
調
査
や
計
画
作
成
、ま
ち
づ
く
り
団
体
の
活
動
資
金
の
提
供
等
、

継
続
的
に
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
対
す
る
助
成
を
行
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、「
阪
神
・
淡
路
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
金
（
Ｈ
Ａ
Ｃ
基
金
）」

な
ど
が
住
民
組
織
や
地
域
住
民
が
参
画
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
な
ど
を
支
援
し
た
。
復
興
基

金
も
復
興
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
補
助
等
に
よ
り
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
し
た
。

県
外
避
難
者

へ
の
支
援

日
本
各
地
の
公
営
住
宅
や
知
り
合
い
を
頼
っ
た
り
、
大
阪
府
内
に
建
設
さ
れ
た
応
急
仮
設
住
宅
に
入
居
す
る

な
ど
に
よ
り
、
県
外
に
避
難
し
た
被
災
者
と
、
県
内
に
と
ど
ま
っ
た
被
災
者
の
間
の
情
報
格
差
が
問
題
と
な
っ

た
。
県
は
平
成
八
年
十
二
月
二
日
に
「
県
外
被
災
者
用
相
談
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
」、同
年
十
二
月
十
九
日
に
は
「
ふ
る
さ
と
ひ
ょ
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う
ご
カ
ム
バ
ッ
ク
・
プ
ラ
ン
」
を
発
表
し
、
県
外
被
災
者
に
対
す
る
情
報
発
信
・
支
援
活

動
を
行
っ
た
ほ
か
、生
活
復
興
県
民
ネ
ッ
ト
も
平
成
八
年
中
に「
ふ
る
さ
と
ひ
ょ
う
ご
キ
ャ

ラ
バ
ン
隊
」
の
派
遣
等
、
県
外
避
難
者
に
対
す
る
情
報
発
信
活
動
を
行
っ
た
。

恒
久
住
宅
へ
の
移
行
と

公
営
住
宅
高
齢
者
対
応

平
成
九
年
度
か
ら
は
災
害
復
興
住
宅
に
住
む
高
齢
者
を
定
期
的

に
訪
問
し
、
相
談
・
情
報
提
供
を
行
う
生
活
復
興
相
談
員
を
復

興
基
金
で
配
置
し
た
。
ま
た
、
平
成
七
年
度
に
開
始
さ
れ
た
高
齢
者
・
障
害
者
等
を
支
援

す
る
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
推
進
拠
点
施
設
で
あ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
」

の
運
営
組
織
に
対
し
、
年
間
一
〇
〇
万
円
の
支
援
が
継
続
し
て
実
施
さ
れ
た
。

三
　
震
災
犠
牲
者
の
追
悼
と
被
災
地
か
ら
の
情
報
発
信

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
一
年
を
迎
え
、
震
災
発
生
直
後
や
復
旧
・
復
興
過
程
に
お
い
て
国
内
外
か
ら
多
く
の
人
的
・
物
的

支
援
を
受
け
た
こ
と
に
対
し
、
被
災
地
の
新
成
人
を
「
ひ
ょ
う
ご
・
サ
ン
ク
ス
大
使
」
と
し
て
全
国
の
都
道
府
県
に
派
遣
し
、

知
事
感
謝
状
の
贈
呈
や
復
旧
・
復
興
状
況
の
報
告
な
ど
を
行
っ
た
。
ま
た
、
在
京
大
使
等
を
対
象
と
し
た
感
謝
の
つ
ど
い
を
開

催
す
る
な
ど
、
様
々
な
形
で
謝
意
の
表
明
が
な
さ
れ
た
。

　
平
成
八
年
一
月
十
七
日
に
は
、「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
犠
牲
者
追
悼
式
」
が
、
皇
太
子
夫
妻
の
臨
席
の
下
、
兵
庫
県
公
館
で

開
催
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
毎
年
、
一
月
十
七
日
に
追
悼
式
が
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
十
三
年
か
ら
は
復
興
し
た
街
並
み
や
震
災
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
を
巡
り
な
が
ら
、
防
災
・
減
災
の
意
識
を
共
有
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
メ
モ
リ
ア
ル
ウ
ォ
ー
ク
が
開
催
さ
れ
る

写真 51　�県外居住被災者向け情報誌
「ひょうご便り」
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よ
う
に
な
る
。

　
政
府
は
、
毎
年
一
月
十
七
日
を
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」、
同
月
十
五
日
か
ら
二
十
一

日
ま
で
を
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」
と
定
め
た
。
被
災
地
と
し
て
も
大
震
災
の
教
訓
を

創
造
的
復
興
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
行
政
・
学
界
・
民
間
あ
げ
て
阪
神
・
淡
路
大
震
災
一

周
年
記
念
事
業
が
展
開
さ
れ
た
。
記
念
事
業
は
、
そ
の
後
一
〇
年
間
に
わ
た
り
毎
年
こ
の
時
期

を
中
心
に
実
施
さ
れ
、
被
災
地
か
ら
の
情
報
発
信
を
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、「
震
災
復

興
関
連
イ
ベ
ン
ト
等
の
事
例
収
集
と
調
査
」
に
よ
る
と
、
平
成
七
年
一
月
か
ら
平
成
八
年
一
月

に
か
け
て
、
市
民
グ
ル
ー
プ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
行
政
、
企
業
・
経
済
団
体
、
学
術
専
門

団
体
等
に
よ
り
、記
念
事
業
も
含
め
七
四
一
件
の
震
災
復
興
関
連
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

第
四
節
　
復
興
前
期
（
平
成
十
（
一
九
九
八
）
年
四
月
～
平
成
十
二
年
三
月
）

　
多
く
の
人
々
が
応
急
仮
設
住
宅
で
暮
ら
す
中
で
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
生
活
再
建
支
援
に
関
わ
る
新
た
な
課
題
が
見
え
て

き
た
。
仕
事
を
失
っ
た
中
高
年
の
人
々
へ
の
対
応
が
課
題
と
な
り
、
新
た
な
支
援
策
が
導
入
さ
れ
た
。
中
間
支
援
的
な
機
能
を

担
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
が
支
援
活
動
を
展
開
し
、
応
急
仮
設
住
宅
か
ら
恒
久
住
宅
へ
の
早
期
移
行
の
取
組
も
本
格
化
し
た
。

ま
た
、
震
災
か
ら
五
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
つ
い
て
の
国
際
検
証
が
行
わ
れ
た
。

写真 52　阪神・淡路大震災犠牲者追悼式
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